
  

 

 

 

  

                                         

 みんなが成長できた夏休みが終わり、さらに大きく成長できる２学

期が始まりました。振り返ると、１学期の終業式の中で、学習、部

活を始め、健康で、有意義な休みにしましょうという話をしました。

頑張った生徒には頑張った分、必ず２学期以降に成果として表れま

す。さらなる高みを目指して、これからの日々の中でチャレンジし、

成長の糧にしていきましょう。 

 さて、２２日から中身の濃い２学期が始まりました。学園祭、強

歩大会、新人大会をはじめたくさんの行事が待っています。生徒会

最大行事の炎翼祭では、クラスの団結、学年の団結、全校生徒の団

結など、取り組みは厳しく辛いこともたくさんあると思いますが、

こういう行事からいろんなことを学んでほしいと思います。そして

行事を通して改めて自分の学級、学年、学校が一番という塩中スピ

リッツ・塩中魂の意識を持って頑張ってほしいと願います。 

学園祭が終わると３年生はいよいよ進路実現に向けて、本格的に

取り組んでいかなければならなくなります。また、１・２年生は新

人戦、そしてその後は３年生にかわり、学校をリードしていく立場

となります。ぜひ、この２学期も目標をもって生活していってほし

いと思います。本気で熱くなって頑張っていきましょう。 
  

  

 

生徒会最大行事である新生・学園祭（炎翼祭）が９月６日（土）、

７日（日）に開催されます。スローガンは『翔（かける）～蒼き炎

×屯す(たむろす)翼～』です。これは生徒会スローガン「一（はじ

め）～みんなでふみ出すはじめの一歩～」につながるものです。生

徒たちがお互いに協調し、団結を深め、小川生徒会長を中心とした

生徒会役員がリーダーシップを発揮すると同時に、みんなのために

力を結集し、全ての活動にベストを尽くしましょう。 
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●県総体  ◇ハンドボールの部男子   ２位 

       ◇ハンドボールの部女子   優勝 

      ◇バスケットボールの部男子 ３位 

◇陸上の部   共通女子総合３位  

１年男子１００ｍ ３位 池水 元気 

         １年男子１５００ｍ１位 小川 礼  

         １年女子１００ｍ ２位 保坂 優芽 

         １年女子８００ｍ ２位 樋口 陽葵 

         共通男子３０００ｍ１位 田邊 瑛都   

共通男子３０００ｍ２位 富岡 雄眞 

         共通男子１５００ｍ１位 田邊 瑛都   

         共通女子８００ｍ １位 三枝 愛菜 

         共通女子走幅跳  ２位 廣瀬 姫乃 

         共通女子四種   １位 鈴木 萌花 

         共通走高跳    １位 鈴木 萌花 

         共通女子１００ｍＨ１位 廣瀬 姫乃 

         共通女子１５００ｍ３位 三枝 愛菜 

◇水泳の部 男子 400m 自由形 ３位 田草川 新志 

      男子 50m 自由形  ３位 廣瀬 颯 

●県吹奏楽コンクール      中学生部門Ｂの部 金賞 

 ●県マーチングコンテスト  Ａ・Ｂ部門西関東大会出場 

●関東カラーガードコンテスト２０２５  ジュニアの部 銀賞      

●関東大会                 

  ◇ハンドボール男子 １回戦 対 ＨＣ川口（埼玉）…惜敗   

  ◇ハンドボール女子 ２回戦 対 花園（千葉）…勝利  準々決勝 対 ＨＣ三郷北（埼玉）…勝利 

   準決勝 対 ＨＣ栃木（栃木）…勝利  決勝 対 渋川ﾌｪﾆｯｸｽ（群馬）…優勝（全国大会出場） 

◇バスケットボール男子 １回戦 対 赤塚（茨城）…勝利 ２回戦 対 梅丘（東京）…惜敗 

  ◇陸上           共通男子３０００ｍ 決勝３位   田邊 瑛都（全中標準記録突破） 

             共通男子３０００ｍ  予選２０位  富岡 雄眞 

             共通女子 ８００ｍ 予選２０位 三枝 愛菜 

               共通女子走高跳      ９位 鈴木 萌花 

共通女子走幅跳   １９位   廣瀬 姫乃 

共通女子円盤投   ２３位   塩島 瑠璃 

１年男子 １００ｍ ２３位   池水 元気 

１年女子 １００ｍ １８位   保坂 優芽 

  ◇水泳                 50Ｍ自由形予選 1組２位 200Ｍ個人メドレー 予選 3組３位 廣瀬 颯 

             200Ｍ背泳ぎ予選１組 10 位） 400Ｍ自由形予選１組８位 大須田桃菜 

             200Ｍバタフライ予選１組目６位 八巻 芽生 

  ●全国大会  ◇陸上 共通男子３０００ｍ 予選 3 組目８位 田邊 瑛都 

         ◇ハンドボール女子 ２回戦 対 霧島（鹿児島）…勝利  

準々決勝 対 芦城（石川）…惜敗 

   

７月下旬から、県中学校

総合体育大会、各種コンク

ール、関東大会等が開催さ

れました。最後まであきら

めない姿や、「さわやかな

あいさつ」や「マナーの良

い塩中」を見せてくれまし

た。また、関東大会、全国

大会に出場した選手は山

梨県の代表として一生懸

命にがんばる姿やベスト

を尽くし、本気でプレーす

る姿がありました。     

試合や発表以外でも他

県の方々から挨拶や態度

についてお褒めの言葉を

いただきました。 

※裏面もご覧下さい･･･ 



 

 

＊４月１７日に行われた全国学力学習状況調査の結果（３年

生実施）について概要をお知らせします。以下の分析をしっ

かり読んでいただき、今後の学習や生活に生かしていただき

たいと思います。 
 

○ 教科に関する調査について 
  本校の結果について 
国語⇒県平均より＋５ポイント，全国平均より＋４ポイント。 

数学⇒県平均より＋３ポイント，全国平均と同じポイント。 

 

① 国語では・・・ 
成果⇒書くこと、読むこと、など全国平均より非常に高いレベルにあり

ます。授業で時間をかけて取り組んでいることを中心に継続して学習し

ていくことが大事です。 

課題⇒自分の考えとそのように考えた理由を書くこと、文脈に即して漢

字を適切に選択ができること、相手への説明や伝え方について理解でき

ること、などが課題です。 

今後⇒協働的な学びをもっと積極的に行ったり、朝読書を大切にし、さ

らに読書量を増やしたり、わからない言葉や漢字が出てきたときに、辞

書やタブレット端末をすぐに活用する習慣をつけたりすることを心がけ

ることが大切です。 

 

② 数学では・・・  
成果⇒「数と式」「確率」についてはおおむね高い数値を示しています。

特に正しい記述を選び、その理由を確率を用いて説明したり、答えを導

き出すための方法を説明することができています。 

課題⇒筋道を立てて考え、証明することや説明することです。 

今後⇒事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を論理的に説明すること

ができるようになることが重要です。授業を大切にし、さらに協働する

場面では、積極的に話し合いや学び合いに参加したり、わからない問題

が出てきたときに、自らタブレット端末を活用する習慣を身につけたり

することを心がけることが大切です。 

全国学力学習状況調査（４月１８日 ３年生実施） 

結果の概要についてのお知らせ・・・ 

 

 
 



○ 生徒の質問紙調査の結果について 
成果⇒各教科への関心・ＩＣＴの活用状況・規範意識・生活習慣・学習

習慣・社会性・学級集団、仲間や地域への関わりなど、ほとんどの項目

で、良い方に全国を大きく上回る結果となっています。 

課題⇒「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たり

の学習時間」の数値が全国平均を下回っています。家庭学習の時間を増

やすことが学力の向上につながります。また「学校の授業時間以外で、

１日当たり PC・タブレットなどの ICT 機器を勉強のために使用している

時間」を少しずつ増やすことも学力向上につながると思います。 
 

○ 本校の実践について 
  本校では「主体的に学ぶ心豊かな生徒」をめざして、全校で取り組ん

でいます。 
 

①「ＷｅｂＱ－Ｕを活用した集団づくり」の手立てとして・・・ 

学習規律の確立、ＷｅｂＱ－Ｕの分析と活用、話し合いのルールの確

立・ルールとリレーションの育成等の実践を行っています。 
 

②「学力向上に関する取り組み」として・・・ 

昨年度リーディングＤＸスクール事業の指定を受け、ＩＣＴ端末を活

用した｢個別最適な学び｣｢協働的な学び｣を行っています。ＣＲＴ、全国

学力学習状況調査、県学力把握調査、定期テスト、復習確認テストの分

析を踏まえた授業改善を行っています。特に授業の構造化をはかり、わ

かる授業づくりに努めています。またＩＣＴ端末を活用しての協働して

学ぶ活動、双方向での学習活動についてより充実させ、実施していきた

いと考えます。また、ステップアップノート（家庭学習ノート）やステ

ップアップテストを実施しています。年々、ステップアップノートの内

容も充実してきており、参考ノートは教室や廊下に掲示されています。

有効な学習方法として、「その日にあった授業内容をノートにまとめ直し

たり、タブレット端末を利用して問題を解いたりする」というものがあ

ります。学んだことをその日のうちに再度復習することで、記憶への定

着が確かなものになります。さらに、それを誰かに説明するとアウトプ

ット効果も生じ理解が確かなものになります。ノートを作成した後、家

族に説明するなどの習慣を形成してください。 

子どもだけの孤独な学習ではなく、家族でも応援するという意味合い

からも、是非、実践してみてください。 


